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-プール参観(梅が丘保育園)

8月23日制、梅ヵ・Ji保育匝|においてブール参観が行

われました。この目、閣児たちはお母さんが見に来る

とあって、大はしゃぎ。お母さんがたも、元気いっぱ

いに水浴びをするわが子の姿を一目見ょうと、プール

を囲むようにして参観。園児たちは 2歳児から年長組

快適で豊かな暮らし支えます

9月10日は全国下水道促進デー

暮 らしのコーナー

こんにちは保健婦です エプロン百科

みんなのページ

マイタウン・提言 上田再発見「ここが好きJなど

まで交代に、日焼けした体で一生懸命に、競争・をした

り、先生と輪になって遊んだりしました。

先生も、「今年は天気が良〈、子どもたちにとっては

最高の夏だったのでは。楽しみなから体力増進が図れ

ました」と闘児たちの成長ぶりを喜んでいました。
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市l民lの/動lき
( 8月1日現在)

総人口 J 19，300人 ( +104) 

男 58，287人 (十 74)

女 61，013人 (+30) 

世帯数 38，941世帯(+ 122) 

( )内はがI月比です
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「いつまでもこの流れを残しておいてほしいナ~J

コイの放流

暮
ら
し
支
え
ま
す
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む
川
ヒ

下
ポ
リ
足

9月10日は全国

下水道促進デー

快
適
で
豊
か
な

(2] 7 9. 広報うえだ2.

水
洗
化
で
快
適
な
毎
日
を
送
れ
る
、
市
内
の
川
の
活
れ
を
防
ぐ
、
な
ど
下
水

道
は
、
わ
だ
し
だ
ち
ガ
清
潔
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
維
持
し
て
い
く
の
に
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
上
田
市
ガ
公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
疋
の

は
昭
和
四
十
七
年
。
し
か
し
、
下
水
道
の
普
及
率
は
、
平
成
元
年
度
末
で
人
口

の
約
三
O
%
ハ
日
本
全
体
の
普
及
率
は
約
四
二
%
〉
で
、
ま
だ
ま
だ
欧
米
先
進

諸
国
と
比
べ
る
と
大
変
遅
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
九
月
十
日
は
「
全
国
下
水
道

促
進
デ
l
」
。
市
は
、
公
共
下
水
道
事
業
の
ほ
か
、
農
村
下
水
道
事
業
、
小
型
合

併
浄
化
槽
の
設
置
な
ど
の
促
進
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
ガ
、
こ
れ
を
機
に
改

め
て
皆
さ
ん
に
紹
介
し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
だ
い
と
思
い
ま
す
。
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-
下
水
道
は
、
生
活
環
境
を
改
善
す
る
と
と
も

に
、
河
川
の
水
質
を
守
る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の

生
前
を
快
適
に
す
る
役
割
を
'
U
ワ
て
い
ま
す

今
日
、
下
水
道
を
は
し
め
と
す
る
生
活
応
境

の
戦
備
は
、
市
街
地
、
民
村
部
を
問
わ
ず
向
い

関
心
を
臨
め
て
い
ま
す

総
則
仰
の
「
ド
水
道
に
附
す
る
険
心
順
調
先
」

(十
成
・
川
年
七
月
}
に
よ
る
と
、
国
民
の
大
平

の
人
(
約
じ
三
0
0
}

か
ド
水
道
は
街
っ
く
り
に

ー
必
裂
不
ザ
決
」
と
出
叫
し
て
い
る
こ
と
か
わ

か
勺
て
い
ま
す

辺
年
、
緊
急
に
悦
怖
を
推
進
さ
れ
て
い
る
ド

水
道
ポ
業
を
大
別
す
る
と
、
下
図
の
よ
う
に
分

知
さ
れ
ま
す
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上

田

市

環
境
浄
化
に
高
い
関
心

長

野

県

日

本

世界各国の下水道普及率

イ
タ
リ
ア

フ
-
フ
ン
ス

ア
メ
リ
カ

カ

ナ

ダ

西
ド
イ
ツ

イ
ギ
リ
ス

この清流を子孫、に引き継ぐニとがわたしたちの

責任ともいえる

-
次
の
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
か
あ
り
ま
す
。

①
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

汚
水
が
川
や
側
溝
に
た
ま
る

こ
と
か
な
く
な

る
の
で
、
ド
ブ
か
な
く
な
り
、
思
央
、
ハ
エ
、

カ
な
ど
の
発
生
を
防
ぎ
、
快
適
な
都
市
原
境
か

形
成
さ
れ
ま
す

②
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る

く
み
取
り
式
似
川
に
代
わ
リ
、
耐
ル
仁
的
な
米

洗
ト
イ
レ
か
位
、
え
ま
す

③
川
や
湖
、
海
を
き
れ
い
に
す
る

汚
水
が
処
烈
均
{
山
川
叩
化
附
)
て
処
則
さ
れ
て

か
ら
版
流
さ
れ
る
た
め
、
河
川
な
ど
の
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
が
問
ら
れ
ま
す

下
水
道
の
メ
リ
ッ
ト

-
県
は
、

川
町
下
全
地
域
を
対
象
と
し
た
排
水
処

即
日
計
出
を
作
る
た
め
、
れ
市
町
村
の
下
水
道

マ

ソ

7
を
作
成
巾
'
こ
れ
は
市
街
地
、
農
村
部
を

古
め
て
、
一
ト
木
道
の
料
怖
を
計
州
的
、
効
率
的

に
定
施
し
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
、
県
の

ド
水
道
ん
h

ル
件
付
州
て
す

市
と
し
て
は
、
こ

の
マ
ヴ
フ
を
た
た
き
台
と

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
小
川
崎
叫
ド
水
道
シ
ス
テ
ム

の
中
か
ら
、
山
村
下
水
道
{
供
業
山
部
排
水
事

業
)
、
特
定
山
崎
保
全
公
共
下
水
辺
、
へ
H

州
処
用

印
化
州
な
ど
を
什
州
的
に
取
リ
入
れ
て
い

く
ず

屯
て
す
‘
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
同
ぷ
形
成
{
事

業
の
山染
地
世
間
れ
初
、
紺
持
へ
の
協
力
、
用
地

取
向
、
下
流
附
係
者
の
同
立
な
ど
)
が
ω

お
う
た

地
区
か
ら
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

計
画
的
、
効
率
的
に
進
め
ま
す

h
F
市
内
各
地
で
下
水
道
管
の
布
設
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る

主として市IhJ也における下

水を処月.

銀たj虫等の制i旦の水ltr~~ ~買
を阿るむの

地減し尿処』現ぬ.tl
1コミュニティフラン 卜)

:t i骨処処jjtf仁徳 14P.5~~\! ) 
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い
ま
せ
ん
。

下
水
道
の
費
用
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
管

き
ょ
布
設
や
処
理
場
建
設
に
用
す
る
建
設
費
と、

こ
れ
を
造
る
た
め
に
借
り
る
お
金
の
返
済
と
そ

の
利
息
の
支
払
い
、
施
設
の
維
持
管
理
に
用
す

る
費
用
を
合
わ
せ
た
管
理
運
営
費
の
二
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
、
公
共
下
水
道
区
域
の
皆
さ
ん
よ
り

直
接
い
た
だ
い
て
い
る
お
金
は
、
建
設
財
源
で

は
受
誌
者
負
制
一
令
、
管
卸
hv
必
官
財
源
で
は
m
k
用

料
金
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
ニ
れ
ら
の

財
源
は
、
公
共
下
水
道
系
業
を
推
進
す
る
う
え

で
、
設
重
な
財
源
と
な
勺
て
い
ま
す
。

片岡明さん

(39歳・川辺町)

募
集
し
ま
す

「
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」

【4)

公
共
下
水
道

7 

今
年
も
、
促
進
デ
|
に
合
わ
せ
て
、
左

表
の
募
集
要
項
の
と
お
り
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
(
宮
⑫
4

1
0
0
内
線

1
5
3
3
)
ま
で
。

ま
た
、
促
進
デ
!
の
期
間
中
の
催
し
は
次
の

と
お
り
で
す
。

マ
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

一
般
開
放

九
月
七
日
働
か
ら
同
十
三
日
附
ま
で
。

マ

「
下
水
道
な
ん
で
も
相
談
所
」
の
開
設

九
月
一
日

ωか
ら
同
十
三
日
附
。
市
役
所
二

階
下
水
道
課
で
。

9. 

公
共
下
水
道
は
、

主
に
市
街
地
の
下
水
を
排

除
、
処
理
す
る
た
め
市
が
管
理
す
る
下
水
道
で
、

終
末
処
理
場
を
持
つ
も
の
を
い
い
ま
す
。

上
田
市
の
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
四
十
二
年

第
一

期
計
画
に
着
手
し
、
昭
和
四
十
七
年
七
月

に
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十

一
年
、
五
十
六
年
に
第
二
期
、
第
三
期
と
拡
大

し
、
平
成
四
年
度
完
成
を
目
指
し
て
、
現
存
工

事
中
で
す
。

(
供
用
開
始
区
域
な
ど
に
つ
い
て

は
、
「
広
報
」
七
月
+
六
日
号
五
ペ
ー
ジ
参
照
)

広報うえ定'2.

精
神
的
に
も
遣
う

い
や

l
、
い
い
で
す
よ
。
快
適
で
す
。
精
神

面
で
も
速
い
ま
す
ね
。
建
築
設
備
の
設
計
の
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
、
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て

は
前
々
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
。
維
持
管
理
面

で
の
負
担
が
か
か
り
ま
す
が
、
毎
日
快
適
に
過

ご
せ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
安
い
と
思
い
ま
す
。

家
を
新
築
し
た
と
き
に
、
思
い
切
っ
て
や
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
の

南
部
処
理
区
が
未
定
な
の
で
、
当
面
は
合
併
浄

化
槽
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

平成元年度までの建設財源累計内訳

繰入金その他878，741千円 5.4%

受益者負担金772，603手間

4.8% 

「下水道いろいろコンクール」募集要項 (日本下水道協会)

規 格

B4-A2判以内。 r9月10日全密下水道促進デー」

の文字を入れる(ただし、小学校 1-3年 t立入れな

くともよい)

小学生は印口一 1，600:字以内。中学生は 1，600-2，∞o
字以内。400字詰め原稿用車似たて容さ)を使用し、

タイトルを明言己。

官製はがき l枚に作品 1)点(応募点数に制限なし)

キャビネから四つ切判まで。白黒、カラ ーいずれも

よく、自作未発衰のもの。応募点数に制限はないが、

単写真・組写真(3枚以内で願書昏をつける)の区別を

箆入.

それぞれ住所、氏名、職業(小・中学生は学校名、学年)、年鈴、電話

番号を記入し、11月14臼附までに下水道課へ提出してください.

学校などで応募する場合は、古学校単位でまとめてください。

公
共
下
水
道
事
業
の
財
源

下
水
道
を
建
設
し
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
費
用
が
賄

わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
意
外
に
知
ら
れ
て

春原たみさん

(65歳・仁吉田)

-・..~
一 ーら "1':i~;.:..' ，.I ニ ~ : へ・4J

年内の運転に向け工事が進む上塩尻ポンプ場

池
A
m
鍋
静
化
に
も
期
待

平成元年度管理運営財源内訳

こ
の
地
区
に
も
、
ま
も
な
く
、
農
村
下
水
道

に
よ
る
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
の

で
、
楽
し
み
で
す
。
今
は
、
簡
易
水
洗

(く
み

取
り
式
)
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
お
ふ
ろ
や
台

所
の
排
水
が
側
溝
に
流
れ
て
し
ま
う
の
で
、
臭

い
が
し
た
り
、
近
く
に
・
あ
る
池
の
水
が
汚
れ
た

り
し
ま
す
。
昔
は
池
の
水
は
も

う
と
き
れ
い
で

し
た
ね
。
去
年
、
本
管
の
一
部
の
工
事
が
終
わ

り
、
「
い
よ
い
よ
」
と
い
・
7
感
じ
で
す
し

小・中学生

小・中学生

制限なし

制限なし

格資

文

語

真

応募要領

ポスター

作

標

写



薗
罵

村
下
水
道

(
農
業
集
落
排
水
事
業
)

農
村
部
て
も
、
年
々
、
家
臨
か
ら
の
雑
排
水

な
ど
に
よ
円
て
、
河
川
を
汚
し
た
り
、
悪
央
を

発
し
た
リ
し
て
き
れ
い
な
環
境
を
侭
し
始
的
て

い
ま
す
そ
し
て
、
住
民
か
ら
も
、
ト
イ
レ
の

水
洗
化
や
集
浪
内
の
排
水
路
の
幣
備
な
ど
を
明

む
戸
か
、
よ
り
高
ま
ゥ
て
き
て
い

ま
す
れ

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
要
望
に
こ
た
え
、
臨

村
地
域
に
適
し
た
市
廿
主
と
し
て
、
農
村
下
水
道

(
農
業
集
落
排
水
事
業
}
の
整
備
を
進
拘
て
い

ま
す
。

こ
の
五
月
に
は
、
県
下
て
初
め
て
の
「
農

村
下
水
道
課
」
と
い
う
専
門
課
を
新
設
し
体
制

を
強
化
し
ま
し
た

す
で
に
、
下
組
地
区
が
昨
年
五
月
に
供
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
仁
占
田
地
区
で
は
ド
水
道

管
内
開
設
工
事
か
完
成
、
平
成
三
年
度
に
は
水

洗
化
の
運
び
と
な
る

F
定
で
す
t

杭
い
て
下
之

郷
地
u
n
で
も
、
現
ル
H
F水
道
官
の
開
設
工
部
・
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す

岩井喜久市立

(81歳 ・下組)

清
潔
で
快
適
だ
が
・
・・

下
組
地
区
は
農
村
ド
水
道
か
山
内
て
松
川
刊
に

で
き
ま
し
た
時
代
に
即
応
し
た
ド
批
判
水
引
主

て
、
い
い
こ
と
に
は
述
い
あ
リ
ま
せ
ん
水
洗

ト
イ
レ
は
衛
生
的
だ
し
、
山
噴
出
て
も
効
m
k
は

大
き
い
て
し
よ
う
た
だ
、
く
み
取
り
式
に
比

国
べ
る
と
、
紙
吹
{
水
辺
代
}
が
仰
は
か
か
り
ま

と
か
で
き
、
河
川
の
浄
化
に
大
い
に
役
な
ち
ま
一
す
わ
れ
わ
れ
年
寄
り
は
、
昭
和
の
不
況
を
椛

す
沖
化
慨
は
微
生
物
の
倒
き
を
利
用
し
て
汚
.
験
し
て
い
る
の
で
‘
そ
の
点
が
ち
ょ
っ
と
ね
:
・

水
を
処
理
す
る
装
抗
で
、
能
れ
た
性
能
を
持

つ

今

は

経
済
も
順
調
で
す
が
、
将
米
ど
う
な
る
か

て
い
ま
す
す
で
に
、
上
田
市
で
も
事
業
所
や
は
わ
か
り
ま
せ
ん

家
庭
約
百
五
十
か
所
で
仙
代
用
さ
れ
て
い
ま
す
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川
の
汚
れ
は
、
下
水
道
区
域
外
の

一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
排
水

が
大
き
な
原
因
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
例
え
は
、
台
所
て
お
わ
ん
一
杯

の
み
そ
汁
を
流
す
と
、
魚
が
住
め
る

ほ
ど
の
水
質
に
す
る
た
め
に
は
、
ふ

ろ
お
け
四

・
七
杯
分
の
水
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
活
排
水
の
処
理
対
策

と
し
て
注
目
さ
れ
、
期
待
さ
れ
て
い

る
の
が
合
併
処
理
浄
化
槽
で
す
。

河
川
浄
化
の
決
め
手

合
併
処
刑
刊
浄
化
楠
は
、
し
ほ
と
生

前
雑
排
水
を
併
せ
て
処
柳
川
す
る
こ
と

が
で
き
る
伶
化
相
て
す

こ
れ
に
よ
り
、
ト
イ
レ
を
水
洗
化

し
て
快
適
な
生
活
を
実
現
て
き
る
ば

か
り
で
な
く
、
家
嵯
か
ら
出
る
水
の

汚
れ
の
九

O
a
o以
上
を
取
リ
除
〈
、
』

設
置
に
対
し
て
補
助
金

市
て
は
、
合
側
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を
進
め

る
た
め
、
住
宅
に
設
置
す
る
場
合
に
限
り
、
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
生
前
崎
境
諜
{
宮
⑫

4
1
0
0

内
総

1
3
8
7
)
ま
て
お
尋
ね
く
だ
き
い
。

せ
プ
か
く
人
い
川
町
処
剛
山
浄
化
蹴
刊
を
設
抗
し
て
も
、

維
持
竹
内
が
辿
正
で
な
け
れ
ば
、
し
ゅ
う
ぶ
ん

な
機
能
か
恥
た
せ
ま
せ
ん
沖
化
相
法
で
定
め

ら
れ
た
似
守
点
検
、
出
州
、
法
定
検
査
も
お
忘

れ
な
く
な
お
、
簡
易
浄
化
槽
を
お
仰
い
の
皆

さ
ん
も
、

少
な
く
と
も
三
か
月
に
一
回
は
汚
泥

の
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。
収
集
申
し
込
み
は
冒

生
活
環
境
謀

、

.

重要
ポンプ場稼動による事前説明会

9月6日(本)・7日(金)

午後 7時30-9時

以比地区公民館

ポンフ場綜出Jに伴い、使用可能宅に

対し て排水設備工事などの手続き の

万法や実際の地工方法などを紹介し、

また 、今後の下水道工事予定などに

ういて説明します。

7 9. 広種うえ定2
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[>ところ

b内容

[5] 

[>と



，
 

/
 

八
月
十
四
日
か
ら
同
十
七
日
ま
で
、
上
回
削
造
館
で

「
第
三
回
一
平
和
の
た
め
の
一
信
州
戦
争
展
」
が
聞
か
れ
ま

し
た

P

展
・
ボ
コ
ー
ナ
ー
、
証
言
、
映
州

・
ビ
テ
オ
な
ど
、

ど
れ
も
好
評
で
し
た
。
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
れ
い

世
代
の
人
々
J
U

、
と
こ
ろ
挟
し
と
並
べ
ら
れ
た
展
示
品

に
見
入
う
て
い
ま
し
た
e

あら疋めて再発見/

トソト地域の地設や文化財などを見q:し、上小地

域の良さを再発見してもらうという「上回 ・小県

このすばらしいふるさとめぐり」が行われていま

す。この臼 8月5日は、大法寺や梅野病ほカ・数か

所を訪問。身近な良さを安IIった参加者は、一線に

感激していました。(写真=前山寺にて)

本
物
み
た
い
で

U
つ
ぐ
り

事

司軍E
 

E
 

-
B
 

E
 

E
 

--
E
 

官官-
E
 z

 
一
平
安
時
代
後
期
か
ら
世
間
…
則
に
常
凹
荘
と
い

邑
う
荘
同
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
範
聞
は
明
治

唱
の
こ
ろ
の
上
回
町
全
域
ほ
ど
の
広
さ
て
し
た
内

一
現
去
り
常
聞
は
そ
の
荘
閉
め
政
庁
が
あ
う
た

一
所
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
勺
て
、
常

一
聞
は
上
回
城
下
町
よ
り
は
る
か
に
古
い
廃
史
の

‘
あ
る
町
で
す

t

一
築
城
の
と
き
地
問
め
の
舞
踊
を
行
勺
た
常
国

一
獅
J
T
、
点
凹
氏
以
来
上
回
一城
の
鎮
諮
と
し
て
原

品
代
城
主
の
信
仰
が
厚
か
っ
た
科
肝
大
山
内
社
、
活

m

紋
制
開
削
が
佐
久
間
象
山
、
赤
松
小
三
郎
な
ど
約

一
一
千
人
の
門
人
に
禅
学
、
詩
文
、
問
宇
を
教
え

一
た
毘
沙
門
主
な
ど
常
国
に
は
語
る
べ
き
も
の
が

m

多
く
あ
り
ま
す

v

車
ま
た
上
回
の
工
業
の
創
始
と
J
U

言
え
る
常
田

av
・

仇

V--

一
の
鋳
一物
工
業
は
江
戸
時
代
か
ら
鍋
、
設
な
ど
の

一
は
か
に
、
松
似
町
大
砲
も
生
産
し
て
い
ま
し
た
e

A

当
時
、
鋳
物
師
で
知
ら
れ
た
旧
家
も
現

h

仕
残
勺

m

て
い
て
往
昔
の
ド
即
応
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

一

こ

の

町
は
北
岡
街
道
に
沿
っ
て
い
ま
し
た
か

一
ら
、
江
戸
時
代
に
は
お
お
ぜ
い
の
旅
人
な
ど
で

E

に
き
わ
い
ま
し
た
。
『
諸
国
道
中
断
人
鑑
』
は
文

戸弁R三ブ常国の巻

(6] 7 9. 広報うえだ2



ト
吋
年
行
わ
れ
て
い
る
横
刷

・
日
輪
寺
の
「
り

ん
ご
終
り
」
が
八
月
九
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
，

タ
打
の
ま
だ
明
る
い
こ
ろ
か
ら
参
汗
容
が
訪
れ

始
め、

境
内
は
浴
衣
姿
の
純
子
地
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た

r

ま
た
、
お
参
り
を
消
ま
せ
た
川
市
り
迫

で
は
、
よ
ね
説
付
」
を
千
に
す
る
み
リ
男
抗
日
女
カ
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た

浴衣がお似合いです

，..-

[>とき 9月28日樹、29日ω、30日(口) 午前10時~

午後7時 [>ところ 上回西武(3階) [>内容 写.

真パネルなどの展示、ポスター ・標語の展示、ビデオ

放映、同和問題の理解のためのQ&Aコーナー

上回展、、C)1)・愛・人権

『 η

市民ふれあい広場

[>とき 9月15日比)(敬老の日 )午前10時~午後4

時 [>ところ 上回創造館周辺 [>その他 「障害者

の作品展」の作品を募集しています。応募されるかた

は、9月101:1 (月)までに社会福祉協議会(包⑫2025)か

福祉課(内線1603)へ

戦没者遺族の皆さん

特別弔慰金が支給されます

火
事

3
y
?に
は

頼
り
に
!
マ
マ
λ

公務扶助料、遺族年金などを受けていた遺族が、昭

和60年 4月1日から平成元年 3月31日までに亡くなら

れた 3親等内の遺族のIllfjf立による先順位者に第 5回特

別弔慰金が支給されます。

なお、第4回特別弔慰金の支給対象となった人は対

象となりません。

[>問い合わせ 社会課 (内線1621)

[>とき 9月22日liJ、23日(LI)、30日(11)の3日間 い

ところ 福祉会館 (NTT上回支席向かい) [>定員

20人 [>参加費 1，000円 [>申し込み 9月10日(11)

までに、日本赤十字社長野支部事業部(ft0262⑫2073)

老人看護法講習会日赤

7月8日に行われた上田市消防ポンフ 繰法大会で、県

大会出場を決めた第一分団が、8月5日の県消防ポン

プ操法大会て』も見ギ1長勝、全同大会山場を*たしまし

た。そして同 6日に市役所を訪問。市長から全悶大会に

際しての激励の言葉をいただきました。

全国高齢者交通安全運動

9月11日制，.._20日(木)

-̂.. 

7 9. 
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ご
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物
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ぞ

…
ち
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…

・
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…

…

…

…

ン

…
た

に

ハ

…
…
…
一
さ
れ
て
い
る
か
た
も
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
.

の

の

…
ん

…
た

朝

面

…
一

券

…

…

…

…

コ

…

輪

日

す

…

…

一

-

き

丘

…

ま

…

供

て

仮

望

リ

証

…

…
…
…

ソ

…
指
の
は
…
…
一
一
就
職
の
た
め
に
戦
業
訓
練
に
通
い
た
い
、
病
人

と

の

鼓

く

…
子

い

の

野

べ

大

惇

本

と

花

パ

…
の

夏

れ

…
鐘

い

一

の
看
謎
こ
あ
た
り
た
い
と
い
っ
た
場
合
に
は
ど

た

ス

太

そ

…

い

め

ス

の

口

巨

の

の

こ

の

の

…
ら

、

去

…
の

誘

叫

〉

i
l

-

つ

リ

い

ん

雲

し

ら

ラ

長

ト

説

軍

程

く

鰐

り

約

ら

の

さ

…
母
の
一
め
よ
う
に
し
て
い

ま
す
カ

回

ア

忠一定

ま

彩

美

き

ガ

信

ス

小

逆

秘

書

空

怒

密

き

あ

す

…

聖

風

一

市

て

は

、
保
有
同
に
入
倒
し
て
い
な
い
児
童

‘;
l
;
;
i
;
‘i
!
!
:
!
!
!
!
4
:
l
i
i
;
i
i
;
;
;
i
i
l
i
i
i
;
;
:
l
i
i
;
i
i
i
;
i
i
l
;
;
・l
a
-
-
;
;ム

で
、
保
識
者
の
似
病
な
ど
の
理
巾
に
よ

勺
て
一

る
よ
、
7
に
し
て
お
く
こ
と
か
大
さ
み
ピ
ン
セ
ト
、
体
制
計
、

勺
た
ら
必
ず
元
引
場
所
に
民

L
一
時
的
に
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
乳
幼
児
を
対
象

切
て
す
例
え
ば
、
外
用
薬
(
並
三
角
布
、
水
ま
く
ら
、
場
た
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
薬
品
や
器
…
仁
、
一
時
保
育
と
い
う
形
式
て
子
ど
も
を
東
部

リ
薬
、
消
毒
薬
な
ど
}、

内

服

薬

ぼ

な

ど

が
あ
り
ま
す
，

共
は
と
き
ど
き
点
検
し
て
、
約
一
保
育
園
に
て
お
前
り
し
て
い
ま
す
。
保
育
時
間

(飲
み
薬
な
ど
て

衛
生
材
料
、

く
な

っ
た
も
の
は
新
品
主
交
換
一
は
通
常
の
保
育
問
と
同
じ
く
、
平
日
は
午
前
八

救

怠

器

具

な

ど

区

別

し

て

用

意

し

、

向

い

終

わ

っ

た

薬

品

は

補

一

時

三

十

分

か

ら

午

後

四

時

ま

で

、

土

眼

目

は

午

し
て
お
く
と
便
利
て
す
e

給
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

a

ま
た
、
一
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
て
で
す
ま
た
、

外

川

薬

と

し

て

消

毒

薬

か

-

一

員

会

貰
が
分
か
る
よ
っ
に
掛
…
保
有
料
は
三
歳
未
満
児
が
日
額
二
千
三
百
円、

か
り
付
け
の
医
師
、
薬
局
、
緊
一
三
歳
以
上
児
が
日
制
千
百
円
で
す
e

仏
一
心
・
時
の
述
一
緒
場
所
な
ど
、
必
要
…
東
部
保
育
園
で
は
、
そ
の
他
に
お
母
さ
ん
が

な
電
話
番
号
、
略
図
な
ど
を
は
↑
た
の
育
児
、
保
育
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
c

ウ
て
-お
く
と
便
利
で
す
。

…
核
家
族
化
と
い
わ
れ
て
い
る
な
か
で
、
一
人
で

一
悩
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。
ベ
テ
ラ
ン
の
保
母
が

家
族
構
成
を
考
え
た

'一
親
身
に
な

っ
て
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
ど
う

薬
品
の
準
備
を
一

'

i

事
そ
気
較
に
相
談
く
だ
さ
い
。

大
人
だ
け
の
家
庭
、
お
年
寄
一
な
お
、
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
ニ
l
ズ
に

り
の
い
る
家
庭
な
ど
に
よ
っ
て
一
応
じ
た
保
育
園
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

一

そ
れ
ぞ
れ
そ
ろ
え
る
薬
品
も
少
…
時
保
育
、
育
児

・
保
育
相
談
の
充
実
な
ど
が
そ

々
異
な

っ
て
き
ま
す
の
で
、
家
一
の
例
で
す
が
、
保
育
聞
に

つ
い
て
の
ご
意
見
、

族
構
成
な
ど
を
考
え
た
「
我
が
…
ニ
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

家
の
救
急
柏
」
を
用
意
す
る
と
一

・
問
い
合
わ
せ

東
部
保
育
園
(
宮
⑫

0
6
8

よ
い
で
し
ょ
う
。

一
2
て
保
育
課
(
内
線
1
6
3
3
)

mv叫
特別整理期間のため

休館します

の

市立図書館

新着本
い
ざ
と
い
う
と
き
の

頼

み

の

綱

先
日
、
け
が
を
し

て
救
急
箱
を
聞
け

た

足
り
な
い
も
の
ば
か

リ
て
し
た
日
ご
ろ
か
ら
ど
の

Q 
し
ご
」
ヲ
ハ
J

、

よ
う
な
救
急
用
品
を
そ
ろ
え
て

お
く
と
よ
い
て
し
よ
う
か
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、

す
ぐ
に
使
え
て
役
立

つ
の
が
救
急
用
品
て
す
。
薬
品
、

器
具
閣
は
、
最
少
限
必
要
な
も

の
だ
け
入
れ
て
い
っ
て
も
使
え

A 

t>とき 10月2日開~同12自由

休館中|こ図書を返却する人は、

正面入口のポストに入れてくださ

し1。
便
利
で
役
立
つ

救

急

箱

ゆ
み
立
め
軟
こ
う
、
抗
生
物
資

入
り
軟
こ
う
、
湿
布
薬
、
目
前
殺

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
内
服
薬
と

し
て
解
熱
剤
、
痛
み
止
め
、
胃

腸
薬
、
風
邪
薬
、
か
ん
腸
薬
な

ど
。
ま
た
、
衛
生
材
料
、
救
急

器
具
と
し
て
包
帯
、
ガ
ー
ゼ
、

脱
脂
綿
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、
は

点
検
や
補
給
も

忘
れ
ず
に

救
急
用
品
の
置
き
場
所
、
保

管
に
つ
い
て
は
、
①
だ
れ
て
も

す
く
分
か
る
場
所
に
置
き
ま
し

ょ
う
。
②
子
ど
も
の
手
の
出
か

な
い
と
こ
ろ
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い

t

③
直
接
日
光
の
当
た
ら

な
い

湿
気
の
少
な
い
と
こ
ろ
が

紋
良
て
す
の
そ
し
て
、
置
き
場

所
は
い
う
も
決
め
て
お
き
、
使

東
部
保
育
園

一
時
保
育
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

[81 7 9. 広報うえだ2



i里佳&_!!!l_ Q__ L三|土i三

境
汚
染
の
原
因
に
も
な
り
ま
す

…

:
:

不
用
品
に
な
っ
た
も
の
、

廃
油
は
新
聞
紙
や
ぽ
ろ
布
な
ど
一

…
不

用

昂

…

ほ
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し

に
染
み
込
ま
せ
た
リ
、
市
販
の

…

…

受

換

…

た
ら
生
活
環
境
謀
(
内
線

処
理
剤
を
利
用
し
て
処
分
す
る
一
一
j
i
-
-
j
i
-
-:
:ぃ

1
3
9
0
)
へ
ご
連
絡
を
。

の
も
一
法
で
す
が
、
ご
み
を
軽
↑

麗
ゆ
ず
り
ま
す

す
べ
り
台
(
外
用
)
無
料
/
ベ

滅
す
る
意
味
て
も
、
廃
油
を
利
…
ビ

i
ラ

ッ
ク

無

料

/
子
ど
も
服
(
二

i
三
歳

用
し
た
せ

っ
け
ん
を
作
っ
て
み

…
女
子
)
五
千
円
/
ミ
ニ
コ
ン
ポ
五
千
円
/
ス

ま
し
ょ
う
e

資
源
の
有
効
利
用
、
…
チ

l
ム
ア
イ
ロ
ン
三
千
円
/

ハ
ン
ド
ミ
キ
サ

自
然
出
境
へ
の
影
斡
が
少
な
い

い
l

千
五
百
円
/
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー

五

と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
詳

一
千
円
/
ス
ク
ー
タ
ー
無
料
/
子
ど
も
用
自
転

し
い
こ
と
は
生
活
環
境
識

{内

一
点

八

千

円

/
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド

無

料

/

綿

1
3
9
0
}
へ
ど
う
ぞ

…
和

だ

ん

す

無

料
/

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

(
計
年
烈

サ
ラ
ダ
油
、
残
り
は
天
ふ

ら

油

は

空

気

中
の
般
様
、
品
皮
、
た

潟

〆

一

・

同
人
乗
り

・
市
検
な
し
}
十
万
円

で
す
が
、
現
有
は
ど
ち
ら
も
拘
な
ど
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
の

伊

μ
//

一
函
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ベ
ビ
ー
カ
ー
/
ベ
ピ

げ
油
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
、
妨
げ
る
と
き
の
溢
度
は
尚

一

A
J

…l
ベ
ヴ
ド
/
掃
除
機
/
バ
ソ
コ
ン
メ
イ
ク
(
印

サ
ラ
ダ
油
は
天
山
ら
油
よ
り
価
く
し
す
ぎ
な
い
こ
と
、
使
い
終

一

一

L

一
は
)

/
プ
ロ
ハ
ン
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
/
都
市
ガ
ス

格
が
安
い
も
の
も
か
な
り
あ
り
わ

っ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
温

J

P

、

一
周
湯
沸
か
し
器
/
事
務
机
/
ぶ
ら
下
が
り
位
康

ま
す
。

度
を
下
げ
、
低
温
で
暗
い
場
所

J

、

一
器
/
ベ
ル
ト
マ

ッ
サ
ー
ジ
器
/
電
話
機
/
機
織

食
用
油
は
、
さ
し
油
を
し
な
に
保
存
し
ま
す
。

♂
U
『

一

り
機
一
式
/
ギ
タ
l
/
シ
ン

セ
サ
イ
ザ
ー

知

町

い

油
と
上
手
な
お
付
き
合
い

保
存
は
低
温
で

暗
い
場
所
へ

食
用
油
の
約
九
十
九
以
上
は

が
ら
上
手
に
使
え
ば
、
少
な
く

と
も
五
i
六
凶
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
使
え
ま
す
e

た
だ
、
食
用
油

は
椴
化
し
や
す
く
、
こ

の
世
化

揚
げ
油
の
賢
い

使
い
方
・
捨
て
方

-各館のホールで9月7日-10月6日に予定

されている催し物の案内です。

問い
合わせ

入場
方法

ヒコ市民会館l

泡
立
ち
ゃ
色
な
ど
か
ら

使
用
限
界
を
判
断

掲
げ
油
の
使
用
限
界
は
、
①

持
げ
も
の
を
し
て
い
る
と
き
の

泡
立
ち
ゃ
煙
の
出
ぐ
あ
い
②
油

の
色
③
持
げ
も
の
の
油
の
切
れ

く
あ
い
④
拘
げ
も
の
の
色
な
ど

て
判
断
て
き
ま
す

防
げ
油
と
し
て
適
当
で
な
く

な
r

た
場
介
、
劣
化
の
限
度
が

少
な
け
れ
ば
、
い
た
め
も
の
な

と
に
利
用
で
き
ま
す
。

処
理
方
法
に

ひ
と
工
夫
し
て
み
て
は

廃
油
は
絶
対
に
流
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
排

水
管
が
詰
ま
る
ば
か
り
か
、
環

@9697 

18: 30 

qj9697 

0262 
@1001 

~8500 

~ 8500 

会員券

料

料

会員券

事ヰ

費聖

無

有

9 :30 

10:00 

8 吉江忠男・深沢，恵子による 19: 00 有 料
0262 

出 シューベル トチクルス ③3366 

9第50回鰐吟鎖洲;1ft 9 :30 無 料 @8674 1日)軍軍風会県支部大会

トーjj第ー一ー生命長野支社
0262 

附岨13斗r大庭照子{JI絡歌手) 17: 30 無 料

t毎週賀会』
@2114 

15上田市少年少女合唱団 14:00 無 料 @5764 
住)1第12固定期演奏会

22渋沢孝崎氏
無 料

0262 
出| 文化努演会 30511 

一
12日311事2回市民放路大会 9 :30 有 料 @5752 

28 室「岩内楽崎演淑奏綿会
糸による 19: 00 会員券 @0551 

倹i
ピアノ ・チェロ

30 事再 5回欧絡グループ
9 :30 無 料 @5274 (81 「木曜会J発表会

仁コ文 化会館l
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「みんなのページ」は、市民の皆さんに参加

していだだくページです。次を参考に、市役所

秘書課〈干386大手守一什-16、内線1112)ま

でどんどんご応募ください。

マイタウン提言〈詳細は次ぺーヲ〉、上田再発

見・ここが怒き〈あな疋の怒きな風景や場所〉、

フォトなつかしの上回 (昭和40年代までの町並

み、人々の暮らしなどの写真〉、わだしの夢 (21

世紀のよ田市を描い疋夢のある小・中学生の絵

画〉、なかま(サークル、グループの紹介〉

。)>

マイ

タウン
MYTOWN 

||提|言|

、'"
渡辺進三

(上川原柳町・48歳)

仲
間
に
固
ま
れ
た
老
後
を

-:
・・
今
月
の
テ

l
マ
:
:
:

わ

た

し

の

老

後

を

…

現
在
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
に
所
同
し

考

え

る

…

て
お
り
、

こ
れ
ら
の
交
友
関
係
を
老
後

一
に
も
役
立
た
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

九
月
は
敬
老
の
日
や
、
老
人
制
紙

一
今
の
っ
ち
に
一
人
で
も
多
く
友
人
を
作

迎
間
が
あ
り
ま
す
向
齢
化
社
会
に

…
っ
て
お
い
て
、
老
後
も
仲
良
く
ゃ

う
て

伴

勺
て
、
老
後
を
い
か
に
過
ご
す
か

一
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
仲
間
に

と
い
う
こ
と
は
大
き
な
関
心
事
c

今

一
剛
ま
れ
た
楽
し
い
老
後
に
し
た
い
で
す

田
弘
三
十
代

1
4十
代
の
か
た
に
ニ

一
ね
。
ま
た
、
現
殺
は
も
っ
ぱ
ら
仕
事
で

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

一
使
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ハ
ソ
コ
ン
通

お話

神林芳江主

(78歳・ 矢沢)

矢
沢
公
園
か
ら

上
回
が
一
望

地
止
で
は
、
矢
沢
城
跡
公
閣
の

こ

と
を

「
城
山
」
と
呼
び
、
矢
沢
公
民

館
を
「
お
屋
敷
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

昔
、
お
城
が
あ

う
た
名
残
リ
な
の
で

し
ょ
う
ね
¢
代
官
屋
敷
も
そ
の
ま
ま

の
姿
で
残
勺
て
お
り
、
そ
こ
に
は
仙

行
氏
の
末
商
が
住
ん
で
い
た
ん
で
す
。

以
前
は
矢
沢
公
闘
の
近
く
に
旧
殿
城

一
伝
を
将
来
的
に
は
趣
味
に
し
た
い
と
思

う
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
年
を
・
と

っ
て
も
、
環
境

に
流
さ
れ
ず
に
自
分
の
考
え
だ
け
は
し

っ
か
り
持

っ
て
い
た
い
で
す
ね
。

柳沢文子三

(上本郷・ 52歳)

趣
味
を
生
か
し
て

チ
ど
も
が
一
人
立
ち
し
て
、
今
は
気

楽
な
ひ
と
と
き
を
送

っ
て
い
ま
す
。

こ

れ
か
ら
老
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ち

ょ
っ
と
不
安
に
感
じ
た
り
J
U
---
。

で
も
、

村
役
場
が
あ
リ
ま
し
た
-
わ
い
八
沢
は
大

正
時
代
に
は
、
も
-
ヴ
、
水
温
が
引
か
れ

て
い
た

の
で
、
普
か
ら
水
に
は
不
自

由
し
な
か

勺
た
ん
で
す
よ
。

わ
た
し
の
若
い
こ
ろ
は
、
ト
レ
八
似
公

附
の
桜
か
咲
く
と
、
花
凡
で
に
ぎ
わ

っ
た

L
の
で
す
。
祭
リ
に
は
地
元
の

人
た
ち
が
庫
内
を
出
し
た
リ
し
て
、

と
て
も
盛
り
上
が
リ
ま
し
た
+

こ
の
辺
も
、
大
陸
か
ら
真
田
町
に

抜
け
る
道
路
が
出
来
る
ま
で
は
、
う

ち
の
前
の
通
り
は
、
制
朝
の
市
干
の
混

雑
が
ひ
ど
い
も
の
で
し
た
。

て
も
、

矢
沢
公
聞
に
登
る
と
上
田
市
内
が
見

渡
せ
ま
す
し
、
な
か
な
か
い
い
と
こ

ろ
で
す
よ
。

[10) 7 9. 広報うえだ2
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モミ>
昭和29年

大雪の中の水沢池

の
ん
び
り
楽
し
く
、
生
会
て
い
て
良
か

勺
た
と
思
う
よ
う
な
老
後
に
さ
せ
た
い

で
す
ね
。
現
在
、
趣
味
は
多
く
持

っ
て

い
る
ほ
う
な
の
で
、
老
後
ま
で
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
も
、
近
い
将
来
結
婚
す
る
で

し
ょ
う
し
、
お
嬢
さ
ん
に
対
し
て
、
う

る
さ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
だ
け
は
な
り

た
く
な
い
で
す
ね
。
実
の
娘
と
母
親
と

い
う
よ
う
な
間
柄
で
老
後
を
送
れ
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

聞
が
わ
ざ
と
人
生
に
区
切
り
を
つ
け
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

年
を
と
っ
て
も
暇
が
で
き
る
か
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
け
い
こ
ご
と
に
集

中
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
の
趣
味
で
あ
る
音
楽
だ
け
は
続
け
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

現
代
は
時
代
の
流
れ
が
早
い
の
で
、

柔
軟
な
考
、
え
を
持
ち
続
け
た
い
で
す
ね
。

体
は
年
を
と

っ
て
も
、
精
神
的
に
は
ア

ク
テ
ィ
ブ
で
い
た
い
と
思
ヮ
て
い
ま
す
。

武舎祥之な

(愛宕町・37歳)

精
神
的
に
は
戸
ク
テ
ィ
ブ
に

商
売
を
ゃ
う
て
い
る
関
係
上
、
年
を

と
っ
て
も
ず
っ
と
働
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

「
老
後
」
と
い
う
言
葉
は
、
人

-
来
月
は
「
市
民
か
ら
愛
さ
れ
る
図
書
館
に

つ
い
て
」
で
す
。

暦
の
上
で
は
も
う
秋
。
秋
と
い
え
ば
読
書
。

ふ
だ
ん
本
を
読
ま
な
い
人
も
、
読
書
が
好
き

で
た
ま
ら
な
い
と
い
っ
人
も
、
あ
ら
た
め
て

図
書
館
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆

さ
ん
に
と
っ
て
親
し
み
ゃ
す
く
、
利
用
価
値

の
高
い
図
書
館
と
は
。
図
誓
館
に
付
し
て
皆

さ
ん
が
持
っ
て
い
る
意
見
、
希
望
、
提
案
な

ど
を
ど
う
ぞ
お
得
せ
く
だ
さ
い
。

〔
応
募
方
法
〕

投
稿
、
電
話
な
ど
で
、
九
月

十
一
日

ωま
で
に
秘
書
課
(
内
線

1
1
1
2
)

へ
お
願
い
し
ま
す
。
投
稿
の
場
合
は
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

写真提供は山岸国雄さん(新屋)

近
く
の
川
、
が

し
ば
し
ば
あ
ふ
れ
た

小
平
勝
人
さ
ん

(
幻
歳
・奈
良
尾
)

昔
は
冬
に
な
る
と
、
氷
が
一
陣
く
川
駅
ウ
た
も
の

で
す
が
、
今
は
氷

L
薄
く
、
古
も
あ
ま
り
斬
も

り
ま
せ
ん
ね
c

水
沢
池
は
、
唐
沢
地
と
も
呼
ば

れ
、
依
田
川
の
水
が
来
て
い
ま
す
“
以
前
は
池

て
鯉
の
義
舶
な
ど
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
ら
辺
は
、

主
蚕
と
雑
用
に
ん
じ
ん
の
裁
は
引
が
雌
ん
て
し
た
。

ま
た
、
近
く
を
流
れ
る
雨
吹
川
の
水
が
し
ば
し

ば
あ
ふ
札
て
凶
り
ま
し
た
が
、
逆
に
水
が
枯
れ

る
よ
う
な
こ
と
は
あ
リ
ま
せ
ん
て
し
た
も

松
和
会

(
西
部
公
民
館
)

古平崇幸弘

(豊殿小・5年)

公
害
の
無
い
世
の
中
に
な
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。
事
が
走
っ
て
い
な

い
由
同
然
に
閉
ま
れ
た
中
で
、
の
ん
び

り
と
野
球
を
や
っ
た
り
、
動
物
と
遊

ん
だ
り
し
て
、
楽
し
く
暮
ら
す

こ
と

が
で
き
れ
ば
い
い
な
。

師匠は近藤敏子先生。 2年に 1度

の発表会のほか、毎年、真回まつ

りにも参1mしています。今は「佐

渡情話」という難しい踊りにも挑

戦中。「途中でお茶を歓んだりして、

和気あいあいと練習するのが楽し

L、J とある会員は話します。

民謡 ・舞踊の問f本て、毎月第 l

-3月nUl日のLr-後 111寺からけいこ

をしています。会員は現千1:5人。

会の廃史は比較的t:i<、発足して

からだいぶメンバーが入れ替わっ

ています。 もつばら、歌手の欲に

t辰りを付‘けた踊り を習っており、

[11 J 広宥ラ.A152.9. 1 



お知らせア・弓 ・カ ・，1，・ト
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「やまび、こJがやって来ます/
図書館から遠いかたのために、「やまびこJ が巡回

しています。近所誘い合って、お気軽にどうぞ。

図書館宮 ⑫ 0880

rやまびこ」巡回日程表 (10月~翌3月)

間

日

向

公
民
館
前

ー"""'砂-・4・_，砂

自
開
ノ
木

ω
初

自

主

義

付

近

乞

乞

コ
ース

吉

田

公
民
館
前

川

西
公
民
館
前

岡
公
民
館
前

時

仁

吉

田
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4
}

マ
内
川
必

μさ
ん

…
圃

五加
・2
⑮
2
4
7
1
)

…
圃
相
染
附
に
室
内

川

、

…

圃

ゲ

l
ト
ポ
ー
ル
場

制
刊
は
み
附
し
人
ホ
ー
ル
に
人
口
芝
の
ゲ

一
1
ト
ポ

i
ル
州
場
か
で
き
ま
し
た
九

…
円
卜
六
日
川
か
ら
利
川
て
き
ま
す

マ
申
し
込
み

電
話
て
直
接
ど
う

い
ぞ
ま
た
、
巾
込
川
紙
は
壮
会
流
、

…
相
染
聞
に
あ
り
ま
す

マ
休
館
日

…
九
月
は
、
三
日
川
、
十
日
川
、
ト
七

…
日
川
、
十
八
日
州
、
二
十
五
日
川
、

一
二
十
六
日
制
で
す

w

マ
問
い
合
わ
せ

…
相
川
公
開

(
宮
⑮

2
1
0
0
)

圃

青
少
年
・
ホ
ー
ム

園

教
長
講
座
に

-

参
加
し
よ
う

マ
対
象
山
内
に
比
む
か
、
山
内

…
に
勤
扮
す
る
一.
卜
ん
此
ま
て
の
人

パ
マ
受
講
料

二
下
ぃ
ハ
卜
円

(
ほ
か
に

…
村
料
仰
い
が
必
必
}

マ
申
し
込
み

…
九
日
ト

u川
1
同
.
一
卜
日
榊
ま
で
に

…
勤
労
汀
少
年
ホ
ー
ム

(
宮
⑫

7
1
1

…
7
}
へ
受
講
料
を
添
え
て
ど
う
ぞ

(受
付
時
間
は
午
後
十
二
時
三
十
分

一
1
九
時
)

…
座

…
講

…
養

リ
教ムホ

…
年少

日
育労

…
動

曜日 機座名 期間と回数 定員

月 茶道(裏千*) 10月 |日ー 3月末(20回) 15人
ト一一一

月 生け花(草月流) 10月 |日ー3月末(20回) 18人

火 主主け花(草月流) |日月2日- 3月末(20回) 18人
ト一一一

木 茶道(褒千*) 10月4日ー3月末(20回) 15人

木 生け花(池坊) 10月4日ー3月末(20回) 18人
ト一一一一 トー

10月5日-3月末1勾甲)118人金 手 編 み

(14) 7 9. 広報うえだ2

※時間はいずれも午後 6時30分-8時30分



長野県の総人口は何人?

10月1臼現在で行われる凶勢調査。県では、長野

県の総人口を予想、する懸賞を次により行います。

1>応募資格 県内に住む人 1>応募方法 官製

はがきに「長野県総人口 人.)( 1枚に 1回答)、住

所、氏名、年齢、職業を記入し、「〒380長野市大

字南長野692-2 県庁情報統計課(包0262⑨0111).)

まで 1>締め切り 9月30日(n)

:薩鷺康i忌:三三:主;妥三ヂヂ少三主出:三辺;=ぷ!
=1tγ 

巾

;γ 、、

-大草康平〈ん

( 1員長6か月 ・諏訪形)

rp誕の(-:: )己主tよく准びます。

f!べ物L~f き t離しかなb ‘」と、

ほの1伝記 fきん守

緑
の
写
真
パ
ネ
ル
展

開
催
し
ま
す

市
は
都
市
公
園
や
街
路
樹
な
ど
の

…
織
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
十
月
は
都

…
市
緑
化
月
問
。
今
年
も
月
間
中
、
次

…
に
よ
り
「
緑
の
写
真
バ
ネ
ル
展
」
を

…
開
催
し
ま
す
。

マ
期
間

十
月
五

…
日
倒

1
同
二
十
六
日
幽

マ
会
場

…
市
役
所
一
階
ロ
ビ

l
、
文
化
セ
ン
タ

ー
入
口
ホ
ー
ル

-
展
示
作
品
を
募
集

こ
の
パ
ネ
ル
展
に
展
示
す
る
作
品

…
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
者
全
員
に
記

・
念
品
を
贈
呈
一
。

マ
題
材

緑
の
あ

保健ttt
上田保健所

健康増進クリニック

保健予防課(内線1374)

6自
てお
福客
祉様
諜サ

内ビ
線 ス
1 t~ 
6 当o _ 
3 fi 
--- 1 

る
風
景
、
緑
と
の
ふ
れ
あ
い

マ
規

格

四
つ
切
り
(
カ
ラ
ー
・

モ
ノ
ク

ロ
)
マ
応
募
期
限

十
月
二
日

ω

マ
提
出
先

都
市
計
画
課
(
内
線
1

5
2
1
)
 

N
T
T
番
号
案
内
有
料
化
で

一
部
の
障
害
者
が

無
料
化
に

N
T
T
で
は
、

十
二
月
一
日
よ
り

一
番
号
案
内

(8
1
0
4
)
の
有
料
化

…
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

.
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
病
傷
者

…
手
帳
を
お
持
ち
の
一
部
の
人
が
無
料

…
化
さ
札
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人

…
は
N
T
T
へ
申
し
込
み
を
。

マ
問
い
合
わ
せ

N
T
T
上
回
支

1>とき 9月27日(村午前8時45分~午後2時 1>と

ころ 上回保健所 (合同庁合) 1>対象 健康に関心

があって歩行運動が可能な人 1>内容 ①健康度測定

(検尿、身長 ・体重、問診、血l液検夜、 IIU底検充、心

電図、診察など)②休養診断、栄養診断③栄養、運動、

休養に関する個人相談④15分間歩行 b定員 10入j
b料金 4，620円 1>申し込み 9月20日(村までに上回

保鮭所 (宮⑫1260内 ~~~{224)へ電話などでどうぞ。

2回目以降を別表のとおり行います。 8月に 1期 1

回目を按粍できなかった子どもさんも子liiu日まで含め

ると 3回できますので、お受けください。

詳しくは、 8月1日付け 「広報うえだ」をご覧くだ

さい。

三種混合予防接種

NTT番号案内が無料化となる対象者

、、、、、、、、、- 身体障害者手帳 戦病傷者手帳

視覚障害 1-6級
特別項症ー

第 6項症

上肢障害 1-2級
特男Jj項痘ー

第 2!頁症

体幹障害 1-2級

=で脳原性運動
1-2級

機能障害

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

会
場
変
更
の
お
知
ら
せ

八
月
十
六
日
号
の
四
ペ
ー
ジ
、
「
結

一
核
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
診
日
程
表
」
の
中

…
で
、
下
小
島
地
区
対
象
の
次
の
会
場

一
を
、
都
合
に
よ
り
変
更
し
ま
す
。

…
マ
九
月
十
四
日
倒
「
和
田
節
生
さ

い
ん
宅
前
」
を

「
下
小
島
第
五
班

コ
ミ

…
ユ
ニ
テ
ィ
集
会
場
」

に

m雄

2き 上時 1'， 21叫 3悶 吋 ~ j也 |よ

保健セ./ ? -
9 10 尚治;-.ft ì~G 

l，ti1支Plrmli'二守21務j 月 月

川辺町会館
21 23 

川辺 ・ ~凶日 日

上野か丘公 L~ ftfI 
(鎗 {必

NI fキ-~ H1 

{，i'< lI.!!センター 9 10 

{市役所市庁舎2隙 )
月 月 阿部 ・1孟 1元
27 25 

三好 日I 会館
日 日
t~~ (~~ 品世 子.

E証凶母子健司Eセ〉ター 9 10 Jli. 自

1I1t1..1i社会制祉センター t2舗8 26 111 西{剣

保健セ:.. ? - 10 10 

1 市役所市庁舎 211~ ) 
tJ 月 京都 ・'1' 央
2 30 

事I!川 j也l正公民館
H 日

料iP刈 {刈 111 

11 20 1制$--1じお， -凶日5・1孟ht-111;担・再Hn-

保健セ〆 1 - l勾 1111 f・}-U1岐

予備日 } 11 22 
l刊

京総 ・中央 -)1え下 ・制1111-J嵐山 ・川内

三種混合予防接種目程表(前期)

※接種時間は各会場とも午後 1 時30分~2 時30分。

※駐車場が狭いので、車での来場はご遠慮を。

7 9. 広報うえだ2[15] 



女性のためのパソコン教室

円
、
午
後

一
時

1
4
ニ
時
)

マ
申
し

…
込
み
九
月
十
問
日
制
ま
で
に
閃
件

…
館

{
宮
⑫

0
8
8
0
)
へ

図
書
館
に
は
、
視
力
障
害
者
の
人

…
圃

お

出

か

け

を

…
な
ど
に
本
を
朗
読
し
、
録
音

L
た
テ

…
圃

上

小

地

区

防

災

フ

工

ア

…
l
フ
を
貸
し
出
し
て
い
る

寸
つ
く
し

一
.

…
の
会
」
が
あ
り
ま
す

…

マ

と
き

九
月
ト
五
日
出

・
十
六

同
会
で
は
、
テ
ー
プ
吹
き
込
み
の

一
日
制
午
前
卜
時

i
午
後
四
時

マ
と

…
た
め
、
次
に
よ
り
学
習
会
を
行
い
ま

…
こ
ろ
九
子
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

…
す
。

こ
の
学
科
会
に
参
加
し
れ
人
後
、

…
体
育
館

マ
内

容

は

し

ご

車

・
ポ

「
つ
く
し
の
会
」
に
加
入
し
て
活
動

…
ン
プ
車
な
ど
の
展
示
、
防
災
パ
ネ
ル

…
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
を
次
に
よ
り

一
展
、
初
期
消
火
実
験
、
救
急
法
講
皆

川
募
集
し
ま
す
。

…
会
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ

消
防
本

マ
募
集
人
員

二
十
人

マ
期
間

…
部

{
宮
⑫

0
1
1
9
)

十
月

i
十
二
月
(
第
二

・
四
士
山
川

一

ぷ
戸
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

t>とき 9月15日L日午後 1時

~、同16日(日)午前 9時- t>と

ころ 創造館パソコン教室 t> 

対象 18歳以上50蹴以下の社会

人女性 t>定員 20人 t>参加

費 300円 t>申し込み創造

館 (fi⑫1111)へ電話で

@
月
額
日
関
に

ご
み
問
題
鶴
演
会

講
師
の
松
田
さ
ん

今
、
ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化

は
、
省
資
源
、
省
干
不
ル
ギ
ー
の
た

め
ば
か
り
で
な
く
、
地
球
環
境
の
保

全
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
市
で
も
、
ご
み
は

年
々
急
地
し
て
き
で
お
り
、
市
、
自

治
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な

っ
て
、
ご
み
減
量
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
と
環
境
衛
生
連
絡
会
で
は
、
こ

の
た
び
、
松
由
美
夜
子
さ
ん
-
厚
生

省
「ご

み
減
量
化
を
語
る
女
性
的
会
」

座
長
)
を
お
呼
び
し
て
、
ご
み
減
泣

化
に
つ
い
て
の
必
出
会
を
間
協
し
ま

す。
松
田
さ
ん
に
は
、
六
月
七
日
附
に

も
中
央
公
民
館
主
催
で
お
話
い

た
だ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
に
聞
い
て
い
た
だ
き
た

く
、
再
度
お
い
で
い
た
だ
く
こ
と
に

し
た
も
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
お
話
い
た
だ
き
辛
子
'
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

九
月
二
十
五
日

ω午
後

一
時
三
十
分

マ
と
こ
ろ

上
回
創

造
館
文
化
ホ

l
ル

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
諜
(
内
総

1
3
8
6
、

1
3
8
7
)
 

施

設

訪

問

⑤

図

書

館

化
月
文
庫
、
必
虚
文
庫
な
ど
特
殊

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
蔵
書
は

二
十
三
万
四
千
冊
を
数
え
、
全
国
的

に
も
水
燥
の
向
い
図
引
船
で
す
。

ま
た
、
副
占
の
貸
し
山
し
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
日
常
の
生
活
の
中
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
、
知
り
た

い
こ
と
な
ど
の
質
問
に
お
答
え
し
ま

す。〈
メ
モ
〉
開
館
時
間
は
、
平
日
が
午

前
九
時
か
ら
午
後
六
時
三
十
分
、
日

附
日
が
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で
。
休
館

B
は
、
月
附
目
、
祝
日
、

毎
月
末
日
、
年
末
年
始
、
ぱ
く
古
捌

マ
問
い
合
わ

せ

図

内

館

(

宮
⑫

0

8
8
0
)
 

¥

/

・
け
勺
こ
う
、
上
回
に
は

集

記
J

隠
れ
た

「名
所
」
が
あ
る

編

後

」
と
思
う
。
そ
こ
に
住
ん
で

/
¥
い
る
人
た
ち
は
、
何
と
も

忠

っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

初
め
て
訪
れ
た
者
に
と
っ
て
、
「
こ
ん

な
と
こ
ろ
が
あ

う
た
ん
だ
ノ
」
と
ひ

ど
く
驚
い
た
リ
す
る
。
こ
の
前
、
上
塩

尻
の
あ
る
集
落
へ
行
勺
て
み
た
e

そ

れ
が
す
ご
い
-
古
く
て
、
リ

ヮ
は
な

門
備
え
の
お
宅
か
密
集
し
て
、
全
体

か
持
物
館
の
よ
う
こ
上
凹
は
い
い
な

仇
」
ウ
て
つ
く
っ
く
思
う

-
せ
ま
)

(16J 

長
函

7 9. 広顎うえだ2.

-
学
校
で
は
夏
休
み
も
終
わ
り
、
「
休

み
ぽ
け
」
も
そ
ろ
そ
ろ
解
消
さ
れ
た

こ
ろ
な
の
で
は
:・
。
し
か
し
、
今
年
の

夏
は
普
か
っ
た
。
仕
事
中
、
せ
さ
で

し
ば
し
ば
頭
が
ボ
|

ツ
と
な
っ
た
の

も
、
き
っ
と
自
分
だ
け
で
は
な
い
は

ず
。
取
材
で
外
に
出
か
け
て
も
、
滞
る

と
き
に
は
全
身
が
汗
び
っ
し
ょ
り
。

お
ま
け
に
雨
も
降
ら
ず
、
塩
田
で
は

寸
雨
ご
い
」
が
行
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ

る
。
桟
暑
も
こ
の
よ
う
な
毎
日
が
続

く
と
思
う
と
、
討
が
重
く
な
る
こ
の

ニ

ろ

だ

(

に

し

ざ

わ

)
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